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　脳神経外科では多くの脳梗塞症
例を扱っていますが､ 実際の治療
の流れはどんなものでしょうか｡
具体的にお話しさせて頂きます｡
　脳梗塞では突然次のような症状
が出現し持続します（数分で改善
するめまいなどとは違います）。

①片方の手足 ･ 顔面の麻痺､ し

びれ（両側の場合は少なく､ 手足
のみ顔のみのこともあります）。
両手を上げさせると片手が下がる
など軽い症状（不全麻痺）②呂

ろ
律
れつ

が
回らない（構

こう
音
おん

障害）、言葉が出な
い（失

しつ
語
ご

）③足の力はあるのに立て
ない､ 歩くとふらつく（失

しっちょう
調）。

　上記の症状のある人はたいてい
救急車か家族の車で来院されます
が､ 発症から治療開始までの時間
により治療が異なってきます｡
　４時間 30 分以内なら t-PA とい
う強力な血栓溶解剤を用います。
ここで大切なのは発症からという
ことです｡ つまり ｢昨日寝る前は
何ともなかったが､ 今朝麻痺に

なっていた｣ といった症例は、睡
眠中に発症し、何時間経過してい
るか分からないため、治療が難し
くなります。
　４時間 30 分を超えた症例では、
抗血小板剤､ 抗凝固剤などの点滴、
内服などで加療します｡ どの薬を
使うのかは脳梗塞のタイプにより
決まります。また急性期後には危
険因子となる持病 （ 高血圧・糖
尿病・高脂血症・不整脈）の加療､
リハビリを行います｡

もちろん脳梗塞にならないよう
予防することが一番ですが、発症
を疑った場合、一刻も早く受診し
てください｡
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　今回は、昨年実施した「レッツクッ
キング！こどもお弁当屋さんはじめ
ました」の取り組みを紹介します。
この事業は、市内企業の従業員とそ
の子どもを対象とし、地場産農産物
の収穫体験や弁当づくりなどを通し
て、家族で食や健康を考えるきっか
けとなるよう行ったものです。

　㈱ M&M アグリ（大字川井）で、
置賜地域の伝統野菜で、お弁当に
入れる食材になる「おかひじき」
の収穫体験を行いました。

　子どもたちは家族が仕事をして
いる間に、米沢牛やおかひじきな
ど、置賜産の食材をふんだんに
使って、適塩で栄養バランスのと
れたお弁当を作りました。
　一生懸命作ったお弁当を家族に
届け、頑張ったことや料理のポイ
ントを話しながら一緒に食べまし
た。家族からは「家でも一緒に料
理をする機会を設けたい」などの
感想が聞かれました。

コロナ禍で、おうちで過ごす時
間が増えた昨今。自宅での食事を
楽しみながら、家族で食育につい
て考えてみませんか？ 【協力】第一生命保険㈱（包括連携協定締結企業）

おかひじき収穫体験

仕事を頑張る家族と一緒にお弁当

いつもお仕事頑張ってくれてありがとう
お弁当食べて元気になってね！
■�問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181
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■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

9/26㈯ おかひじきの収穫体験

10/10㈯ お弁当作り




